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ごあいさつ

尊敬するモトクロス愛好者の皆さん

このたび、北海道千歳市で開催されます。
D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ2026第6戦北海道千歳大会において、大会名誉会長を務め
させていただきますことを大変光栄に思います。
モトクロスは、自然の中で繰り広げられる迫力ある競技であり、選手たちの技術・精神力・挑戦する
姿勢が輝く素晴らしいスポーツです。

本大会が、選手の皆さんにとって日頃の努力の成果を発揮する最高の舞台となり、観客の皆さんに
は熱い戦いと感動の瞬間を共有していただける大会となることを願っております。
北海道千歳の豊かな自然環境の中で、選手たちが限界に挑み、最高のパフォーマンスを発揮する姿
は、私たちに勇気と感動を与えてくれます。

また、モトクロスは単なる競技ではなく、選手・チーム・スタッフ・ファンが一体となって支え合い、絆を
深めるスポーツでもあります。
この大会を通じて、多くの方々にモトクロスの魅力を感じていただき、次世代へとつながる素晴らしい
大会になることを心より願っております。

さあ、北海道千歳大会で繰り広げられる熱い戦いを存分にお楽しみください。
選手たちの健闘を心から応援し、素晴らしいモトクロスの祭典となることを祈念いたします。

D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ2026第6戦北海道大会にご来場いただき、心より歓迎いたします。

北海道大会は2024年以来の開催となります。
再びこの地で日本最高峰の戦いを迎えることができ、大変感慨深く、喜びを感じております。
開催にあたり、多大なるご尽力をいただきました千歳市をはじめとした開催地域の皆さま、競技役員
、ご協賛各社の皆さまに厚くお礼申し上げます。そして開催をご決断いただいた、本大会主催者の
新千歳モーターランド様に心から感謝を申し上げます。

さて、モトクロスという競技は横一列での一斉スタートで幕を開けます。
選手たちは誰よりも速く駆け抜けられるようにスロットルを開け、チェッカーを受けることを目指します。
どれだけ速く走れるかを競いますが、今回の会場となる新千歳モーターランドは日本では珍しい柔ら
かいサンド質のコース。
路面が非常に荒れやすく、低速から高速区間までのスピードレンジが広い上にアップダウンもあるため、
ライダーの純粋な技術差と体力が試される、非常にテクニカルで面白いコースとなっております。
速さだけではなく、ライダーたちの技術にもご注目ください。

また、2023年、2024年の開催ではIA-1/2クラスのみの実施でしたが、今大会はIB-OPEN、レディ
ースクラスも加わり、全クラスでの戦いとなります。
最高峰のスピードと迫力を誇るIA-1/2クラスはもちろんのこと、次世代のトップを目指す若手ライダー
たちが激しい火花を散らすIB-OPEN、そして華麗でありながら果敢な攻めを見せるレディースクラス
と、それぞれのクラスに異なるドラマと見どころが凝縮されています。 
バラエティ豊かな走りは、一瞬たりとも目が離せない、見応え十分の一日となるはずです。

なお昨今は、北海道とはいえ気温が高い時期となります。会場にいらっしゃるすべての皆さまは、熱中
症対策に十分にご留意いただきますようお願いいたします。

結びとなりますが、改めて本大会の開催にあたり多大なるご後援をいただきました千歳市をはじめ、
ご協賛各社、レースを支えてくださる競技役員の皆さま、すべての関係者の皆さまに心より深く御礼申
し上げます。
そして激戦に挑む選手諸兄、チーム関係者の皆さまが、怪我なく最高のパフォーマンスを発揮される
ことを確信するとともに、本大会の安全な運営と大いなる成功を祈念いたしまして、私の挨拶とさせて
いただきます。
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[ D.I.D ALL JAPAN MOTOCROSS CHAMPION SHIP 2026 ROUND6 ]

No. 氏名 Name 出身 年齢 チーム メーカー マシン

 1  大倉 由揮  Yuki OKURA 大阪 27  Honda Dream Racing Bells Honda CRF450R

 2  JAY  WILSON  Jay WILSON AUS 31  YAMAHA FACTORY RACING TEAM Yamaha YZ450FM

 3  大城 魁之輔  Kainosuke OSHIRO 沖縄 26  YAMAHA FACTORY RACING TEAM Yamaha YZ450FM

 4  大塚 豪太  Gota OTSUKA 栃木 30  T.E.SPORT Honda CRF450R

 7  浅井 亮太  Ryota ASAI 京都 26  BLUCRU YSP浜松BOSSRACING Yamaha YZ450F

 11  神田橋 瞭  Ryo KANDABASHI 神奈川 25  Team GANZ with ZEKURA Kawasaki KX450

 14  道脇 白龍  Hakuryu MICHIWAKI 愛知 28  TEAM KOHSAKA with トータルカーサービスK Honda CRF450R

 18  阿部 仁  Jin ABE 岩手 26  y's Racing with 東北TRAS Yamaha YZ450F

 19  宗本 駿真  Shumma MUNEMOTO 岡山 30  Y’s　Racing　Team Yamaha YZ450F

 23  JIRAJ WANNALAK  Jiraj WANNALAK THA 20  Honda HRC Asia Honda CRF450R

 33  白石 翔也  Shoya SHIRAISHI 北海道 33 Honda CRF450

 41  川口 尚希  Naoki KAWAGUCHI 青森 31  AMICSSレーシング Honda CRF450

 47  池田 凌  Ryo IKEDA 北海道 26  Bells Racing Honda CRF450R

70  根岸 瑞生  Mizuki NEGISHI 埼玉 28  T.E.SPORT Honda CRF450R

 89  伊藤 翔太  Shota ITO 岩手 33  花巻レーシング Kawasaki KX450

 97  内田 篤基  Atsuki UCHIDA 静岡 29  Team Kawasaki R&D Kawasaki KX450SR

 110  渡辺 祐介  Yusuke WATANABE 宮城 30  TEAM YUSUKE Honda CRF450R

 311  西條 悠人  Yuto SAIJO 宮城 23  Kawasaki PURE TECH Racing Kawasaki KX450

 500  安原 志  Nozomu YASUHARA 兵庫 32  八尾カワサキwith ANNEX CLUB Kawasaki KX450

 793  池谷 優太  Yuta IKEGAYA 静岡 37  TEAM SSC Suzuki RM-Z450

ENTRY LISTIA1 CLASS ENTRY LISTIA2 CLASS

  No.   氏名   Name 出身 年齢   チーム メーカー マシン

45  藤井 武  Takeru FUJII 愛知 19  Bells Racing Honda CRF250R

46  吉田 琉雲  Rukumo YOSHIDA 奈良 18  Bells Racing Honda CRF250R

48  渡辺 陵  Ryo WATANABE 福島 25  BLU CRU Team Pitin with M:F Yamaha YZ250F

50  佐々木 麗  Urara SASAKI 宮城 27  kawasakiオフロードエントリーショップYS黒松 Kawasaki KX250

51  柳瀬 大河  Taiga YANASE 愛知 21  Honda Dream Racing Honda CRF250R

53  福村 鎌  Ren FUKUMURA 愛知 25  TeamSBE Suzuki RM-Z250

55  田中 淳也  Junya TANAKA 京都 20  YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACING Yamaha YZ250F

56  森 優介  Yusuke MORI 熊本 28  Team ITOMO with オフロードピット那須 Honda CRF250R

58  今岡 駿太  Shunta IMAOKA 宮崎 19  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

59  小笠原 大貴  Daiki OGASAWARA 宮城 25  Triumph Tokyo bay Triumph TF250X

60  松木 悠  Haru MATSUKI 大阪 20  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

61  山崎 巧也  Takuya YAMAZAKI 埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

62  上原 巧  Takumi UEHARA 沖縄 30  ACシマダ with HCM Suzuki RM-Z250

64  守 大夢  Hiromu MORI 福島 16  Kawasaki PURETECH Racing Kawasaki KX250

67  河西 琉  Ryu KAWANISHI 北海道 23  TEAM JUDGEMENT with Mxbuild Kawasaki KX250

69  鈴村 絆  Kizuna SUZUMURA 石川 19  バイカーズステーション金沢レーシング HONDA CRF250R

71  齋藤 健太  Kenta SAITO 東京 27  ACシマダwith373GARAGE Kawasaki KX250

74  山田 康介  Kosuke YAMADA 愛知 22  TEAMリッキーbyカミチカ Honda CRF250R

77  佐々木 麗希  Maki SASAKI 宮城 23  Y'sracing with東北トラス Yamaha YZ250F

78  佐野 壮太  Sota SANO 群馬 21  Kawasaki PLAZA前橋 Kawasaki KX250

81  箕浦 来輝  Raiki MINOURA 愛知 18  TEAＭ　ITOMO Honda CRF250R

83  深澤 翼  Tsubasa FUKASAWA 神奈川 21 Yamaha YZ250F

86  臺 琉斗  Ryuto DAI 福岡 17  ★MOTION RACING★ Honda CRF250R

91   拓人  Takuto TSUJI 静岡 32  Honda 浜松エスカルゴRT Honda CRF250R

92  木村 凌太朗  Ryotaro KIMURA 北海道 20  TEAM JUDGEMENT with MXbuild Kawasaki KX250

98  眞野 凌輔  Ryosuke MANO 神奈川 28  Team NFS GASGAS MC250F

100  住友 睦巳  Mutsumi SUMITOMO 京都 19  YSP浜松　BOSS RACING Yamaha YZ250F

122  鴨田 翔  Kakeru KAMODA 埼玉 25  Kawasaki PLAZA 東大阪 Kawasaki KX250

137  佐野 雄太  Yuta SANO 群馬 24  Kawasaki PLAZA前橋 Kawasaki KX250

240  横澤 拓夢  Takumu YOKOSAWA 岩手 28  Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor sports Kawasaki KX250F

888  勝谷 武史  Takeshi KATSUYA 神奈川 46 Honda CRF250R

01  笹谷 野亜  Noa SASAYA 青森 18  Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor sports Kawasaki KX250

02  島袋 樹巳  Itsumi SHIMABUKURO 沖縄 20  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250F

03  名島 玖龍  Kiryu NAJIMA 埼玉 18  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

04  髙木 碧  Aoi TAKAGI 埼玉 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

05  外間 大詩  Taishi HOKAMA 山梨 17  T.E.SPORT Honda CRF250R

IA1 CLASS  POINT RANKING TOP6

1 大倉 由揮 381   Honda Dream Racing Bells Honda CRF450R

2 JAY WILSON 375   YAMAHA FACTORY RACING TEAM Yamaha YZ450FM

3 大城 魁之輔 356   YAMAHA FACTORY RACING TEAM Yamaha YZ450FM

4 大塚 豪太 322   T.E.SPORT Honda CRF450R

5 内田 篤基 305   Team Kawasaki R&D Kawasaki KX450SR

6 池田 凌 287   Bells Racing Honda CRF450R
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[ D.I.D ALL JAPAN MOTOCROSS CHAMPION SHIP 2026 ROUND6 ]

ENTRY LISTIB-OPEN CLASS ENTRY LISTIB-OPEN CLASS

No. 氏名 Name 出身 年齢 チーム メーカー マシン

1  酢崎 友哉  Tomoya SUZAKI 千葉 21  成田MXパーク アシタプランニングMS Kawasaki KX450

2  藤本 琉希亜  Rukia FUJIMOTO 20  ウイリー松浦 with AXIS Yamaha YZ250F

3  笹島 勇気  Yuki SASAJIMA 北海道 19  Crazy Racing with B Yamaha YZ250F

4  鎌倉 大樹  Daiki KAMAKURA 長野 36  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ450F

6  宮下 寛汰  Kanta MIYASHITA 北海道 20  TEAM NFS GASGAS MC250-F

8  桒垣 竜斗  Ryuto KUWAGAKI 北海道 40  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF450F

10  工藤 博ノ介  Hironosuke KUDO 青森 17  TKM motor sports Kawasaki KX250

12  稲迫 凛  Rin INASAKO 広島 19  BIKE SHOP JUN Honda CRF450R

14  菊池 慶太朗  Keitaro KIKUCHI 北海道 18  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF250F

15  加藤 來一  Raichi KATO 兵庫 17  GRINTA RACING  with PLAZA 長崎 Kawasaki KX250

17  長崎 有優  Aruma NAGASAKI 青森 22  Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor  sports Kawasaki KX250

20  平田 蒼空  Sora HIRATA 沖縄 21  カワサキプラザ那覇 Kawasaki KX250

22  納屋 碧  Aoi NAYA 兵庫 17  GRINTA　RACING Suzuki RM-Z250

23  永吉 一丸  Ichimaru NAGAYOSHI 埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

26  寺島 龍一郎  Ryuichiro TERASHIMA 北海道 20  Team NFS Yamaha YZ125

31  浅石 晴成  Haru ASAISHI 長野 22  N.W.R.T Honda CRF250R

33  西城 悠聖  Yusei SAIJO 岩手 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

37  藤原 虎汰郎  Kotaro FUJIWARA 北海道 20  TEAM  NFS GASGAS MC250F

43  中村 瑛斗  Eito NAKAMURA 東京 16 KTM 250SX-F

45  大西 凜音  Rinto ONISHI 東京 18  SRF名倉　ACシマダ Kawasaki KX250

48  小寺 巧馬  Takuma KODERA 埼玉 24  T.E.SPORT Honda CRF250R

57  木村 優希  Yuki KIMURA 東京 16  TeamPowerBand Kawasaki KX250

62  今岡 陸駆斗  Rikuto IMAOKA 宮崎 15  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

65  目黒 愛翔  Aito MEGURO 東京 15  TEAM SAKURAI HONDA Honda CRF250R

67  清宮 伊織  Iori KIYOMIYA 神奈川 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

68  杉本 大駕  Taiga SUGIMOTO 東京 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

69  外間 匠  Takumi HOKAMA 山梨 15  T.E.SPORT Honda CRF250R

71  田中 秀征  Shusei TANAKA 東京 16  T.E.SPORT Honda CRF250R

73  松下 光  Hikaru MATSUSHITA 京都 18 Honda CRF250R

76  大村 未知  Hidekazu OMURA 東京 26  AXIS Honda CRF250R

80  水野 零埜  Reiya MIZUNO 愛知 18  ZEROPOINTRACINGwithysp名古屋北/天白 Yamaha YZ250F

82  笹島 元気  Genki SASAJIMA 北海道 21  Crazy Racing with B Yamaha YZ250F

96  酒井 隆成  Ryusei SAKAI 北海道 15  FK RACING with RS J-1 Yamaha YZ250F

97  矢野 威雄  Io YANO 北海道 24  岩内Racing Honda CRF450R

98  成瀬 恵一  Keiichi NARUSE 北海道 52  岩内レーシング Yamaha YZ250F

99  上村 直冬  Naoto UEMURA 北海道 39  Team NFS GASGAS MC250

100  岡田 佳大  Keita OKADA 北海道 18  岩内レーシング Honda CRF250R

101  小林 虎太郎  Kotaro KOBAYASHI 北海道 16 Yamaha YZ250F

102  岩崎 隼  Hayato IWASAKI 北海道 20 Yamaha YZ250F

103  廿日岩 達也  Tatsuya HATSUKAIWA 北海道 19  ヒーローレーシング札幌withＢ Honda CRF250R

104  吉永 幸司  Koji YOSHINAGA 北海道 46 Kawasaki KX450

105  土生 隼人  Hayato HABU 北海道 19  team長野塾 Kawasaki KX250

106  土田 博文  Hirofumi TSUCHIDA 北海道 36  HAJIME TOSOU with OKUYAMA Yamaha YZ450F

107  木村 信孝  Nobutaka KIMURA 北海道 52  TEAM JUDGMENT Yamaha YZ125

108  阿部 嗣主  Hidekazu ABE 北海道 45  QUATTRO MOTO-X Honda CRF450

IA2 CLASS  POINT RANKING TOP6

1 柳瀬 大河 364   Honda Dream Racing Bells Honda CRF250R

2 田中 淳也 347   YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACING Yamaha YZ250F

3 吉田 琉雲 310   Bells Racing Honda CRF250R

4 横澤 拓夢 304   Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor sports Kawasaki KX250F

5 渡辺 陵 300   BLU CRU Team Pitin with M:F Yamaha YZ250F

6 鴨田 翔 262   Kawasaki PLAZA 東大阪 Kawasaki KX250F

IB-OPEN CLASS  POINT RANKING TOP6

1 外間 匠 247   T.E.SPORT Honda CRF250R

2 藤本 琉希亜 231  ウイリー松浦 with AXIS Yamaha YZ250F

3 今岡 陸駆斗 218   Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250F

4 工藤 博ノ介 203   TKM motor sports Kawasaki KX250F

5 清宮 伊織 194   レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

6 酢崎 友哉 186   成田MXパーク アシタプランニングMS Kawasaki KX250F
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ENTRY LISTIB-OPEN CLASS ENTRY LISTIB-OPEN CLASS

No. 氏名 Name 出身 年齢 チーム メーカー マシン

1  酢崎 友哉  Tomoya SUZAKI 千葉 21  成田MXパーク アシタプランニングMS Kawasaki KX450

2  藤本 琉希亜  Rukia FUJIMOTO 20  ウイリー松浦 with AXIS Yamaha YZ250F

3  笹島 勇気  Yuki SASAJIMA 北海道 19  Crazy Racing with B Yamaha YZ250F

4  鎌倉 大樹  Daiki KAMAKURA 長野 36  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ450F

6  宮下 寛汰  Kanta MIYASHITA 北海道 20  TEAM NFS GASGAS MC250-F

8  桒垣 竜斗  Ryuto KUWAGAKI 北海道 40  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF450F

10  工藤 博ノ介  Hironosuke KUDO 青森 17  TKM motor sports Kawasaki KX250

12  稲迫 凛  Rin INASAKO 広島 19  BIKE SHOP JUN Honda CRF450R

14  菊池 慶太朗  Keitaro KIKUCHI 北海道 18  TeamNFS-HondaDream Hokkaido Block Honda CRF250F

15  加藤 來一  Raichi KATO 兵庫 17  GRINTA RACING  with PLAZA 長崎 Kawasaki KX250

17  長崎 有優  Aruma NAGASAKI 青森 22  Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor  sports Kawasaki KX250

20  平田 蒼空  Sora HIRATA 沖縄 21  カワサキプラザ那覇 Kawasaki KX250

22  納屋 碧  Aoi NAYA 兵庫 17  GRINTA　RACING Suzuki RM-Z250

23  永吉 一丸  Ichimaru NAGAYOSHI 埼玉 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

26  寺島 龍一郎  Ryuichiro TERASHIMA 北海道 20  Team NFS Yamaha YZ125

31  浅石 晴成  Haru ASAISHI 長野 22  N.W.R.T Honda CRF250R

33  西城 悠聖  Yusei SAIJO 岩手 19  T.E.SPORT Honda CRF250R

37  藤原 虎汰郎  Kotaro FUJIWARA 北海道 20  TEAM  NFS GASGAS MC250F

43  中村 瑛斗  Eito NAKAMURA 東京 16 KTM 250SX-F

45  大西 凜音  Rinto ONISHI 東京 18  SRF名倉　ACシマダ Kawasaki KX250

48  小寺 巧馬  Takuma KODERA 埼玉 24  T.E.SPORT Honda CRF250R

57  木村 優希  Yuki KIMURA 東京 16  TeamPowerBand Kawasaki KX250

62  今岡 陸駆斗  Rikuto IMAOKA 宮崎 15  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250

65  目黒 愛翔  Aito MEGURO 東京 15  TEAM SAKURAI HONDA Honda CRF250R

67  清宮 伊織  Iori KIYOMIYA 神奈川 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

68  杉本 大駕  Taiga SUGIMOTO 東京 16  レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

69  外間 匠  Takumi HOKAMA 山梨 15  T.E.SPORT Honda CRF250R

71  田中 秀征  Shusei TANAKA 東京 16  T.E.SPORT Honda CRF250R

73  松下 光  Hikaru MATSUSHITA 京都 18 Honda CRF250R

76  大村 未知  Hidekazu OMURA 東京 26  AXIS Honda CRF250R

80  水野 零埜  Reiya MIZUNO 愛知 18  ZEROPOINTRACINGwithysp名古屋北/天白 Yamaha YZ250F

82  笹島 元気  Genki SASAJIMA 北海道 21  Crazy Racing with B Yamaha YZ250F

96  酒井 隆成  Ryusei SAKAI 北海道 15  FK RACING with RS J-1 Yamaha YZ250F

97  矢野 威雄  Io YANO 北海道 24  岩内Racing Honda CRF450R

98  成瀬 恵一  Keiichi NARUSE 北海道 52  岩内レーシング Yamaha YZ250F

99  上村 直冬  Naoto UEMURA 北海道 39  Team NFS GASGAS MC250

100  岡田 佳大  Keita OKADA 北海道 18  岩内レーシング Honda CRF250R

101  小林 虎太郎  Kotaro KOBAYASHI 北海道 16 Yamaha YZ250F

102  岩崎 隼  Hayato IWASAKI 北海道 20 Yamaha YZ250F

103  廿日岩 達也  Tatsuya HATSUKAIWA 北海道 19  ヒーローレーシング札幌withＢ Honda CRF250R

104  吉永 幸司  Koji YOSHINAGA 北海道 46 Kawasaki KX450

105  土生 隼人  Hayato HABU 北海道 19  team長野塾 Kawasaki KX250

106  土田 博文  Hirofumi TSUCHIDA 北海道 36  HAJIME TOSOU with OKUYAMA Yamaha YZ450F

107  木村 信孝  Nobutaka KIMURA 北海道 52  TEAM JUDGMENT Yamaha YZ125

108  阿部 嗣主  Hidekazu ABE 北海道 45  QUATTRO MOTO-X Honda CRF450

IA2 CLASS  POINT RANKING TOP6

1 柳瀬 大河 364   Honda Dream Racing Bells Honda CRF250R

2 田中 淳也 347   YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACING Yamaha YZ250F

3 吉田 琉雲 310   Bells Racing Honda CRF250R

4 横澤 拓夢 304   Kawasaki PLAZA 盛岡 TKM motor sports Kawasaki KX250F

5 渡辺 陵 300   BLU CRU Team Pitin with M:F Yamaha YZ250F

6 鴨田 翔 262   Kawasaki PLAZA 東大阪 Kawasaki KX250F

IB-OPEN CLASS  POINT RANKING TOP6

1 外間 匠 247   T.E.SPORT Honda CRF250R

2 藤本 琉希亜 231  ウイリー松浦 with AXIS Yamaha YZ250F

3 今岡 陸駆斗 218   Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX250F

4 工藤 博ノ介 203   TKM motor sports Kawasaki KX250F

5 清宮 伊織 194   レーシングチーム鷹 Yamaha YZ250F

6 酢崎 友哉 186   成田MXパーク アシタプランニングMS Kawasaki KX250F
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ENTRY LISTLADIES CLASS

No. 氏名 Name 出身 年齢 チーム メーカー マシン

1  川井 麻央  Manaka KAWAI 埼玉 23  T.E.SPORT Honda CRF150R

2  箕浦 未夢  Myu MINOURA 愛知 20  Team  ITOMO Honda CRF150R

3  大久保 梨子  Riko OKUBO 滋賀 18  チームゆめチャンネル＆331 KTM 85SX

4  穗苅 愛香  Manaka HOKARI 千葉 21  BLU CRU TOMOレーシング Yamaha YZ85LW

5  楠本 菜月  Natsuki KUSUMOTO 大阪 22  TEAM HAMMER Honda CRF150R

6  松木 紗子  Suzu MATSUKI 大阪 22  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX85

7  木村 綾希  Aki KIMURA 東京 21  TeamPowerBand Kawasaki KX85

8  赤松 樹愛  Jua AKAMATSU 広島 18  FACTORY BEAR RACING TEAM Y’s Yamaha YZ85LW

9  ペレーラ 瞳美  Hitomi PERERA 東京 17  YSP浜松 with BABANA SHOX Yamaha YZ85LW

10  河合 華翔菜  Mitona KAWAI 京都 16  STORY RACiNG with ベイシストオート GASGAS MC85

11  佐々木 夢月  Meruna SASAKI 秋田 18  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85LW

12  鈴村 永愛  Toa SUZUMURA 石川 22  バイカーズステーション金沢レーシング Honda CRF150R

14  川上 真花  Manaka KAWAKAMI 大阪 17  YSP浜松 BOSS RACING Yamaha YZ85LW

15  石塚 皐月  Satsuki ISHIZUKA 千葉 17  Bad Bull Kawasaki KX85L

16  鈴木 姫菜乃  Hinano SUZUKI 新潟 22  TEAM・Ｍ１・RACING＆ももかん　Moty’ｓ Yamaha YZ85LW

18   よう子  Yoko YARIMIZU 千葉 47  習志野レーシングクラブwithサドルバック札幌 Honda CRF150R

21  矢木 杏奈  Anna YAGI 兵庫 11  Team Yamamoto Husqvarna TC85

33  本田 七海  Nanami HONDA 大阪 28  TEAM KOH-Z Yamaha YZ85LW

41  高橋 明日香  Asuka TAKAHASHI 北海道 22  岩内レーシング Honda CRF150R

42  菅原 みな  Mina SUGAWARA 北海道 33  オートランドMSC Yamaha YZ85LW

LADIES CLASS  POINT RANKING TOP6

1 川井 麻央 T.E.SPORT Honda CRF150R

2 川上 真花 YSP浜松 BOSS RACING Yamaha YZ85LW

3 本田 七海 TEAM KOH-Z Yamaha YZ85LW

4 箕浦 未夢 Team ITOMO Honda CRF150R

5 楠本 菜月 TEAM HAMMER Honda CRF150R

6 大久保 梨子 チームゆめチャンネル&331 KTM 85SX

158

144

144

128

121

175



158

[ D.I.D ALL JAPAN MOTOCROSS CHAMPION SHIP 2026 ROUND6 ]

ENTRY LISTLADIES CLASS

No. 氏名 Name 出身 年齢 チーム メーカー マシン

1  川井 麻央  Manaka KAWAI 埼玉 23  T.E.SPORT Honda CRF150R

2  箕浦 未夢  Myu MINOURA 愛知 20  Team  ITOMO Honda CRF150R

3  大久保 梨子  Riko OKUBO 滋賀 18  チームゆめチャンネル＆331 KTM 85SX

4  穗苅 愛香  Manaka HOKARI 千葉 21  BLU CRU TOMOレーシング Yamaha YZ85LW

5  楠本 菜月  Natsuki KUSUMOTO 大阪 22  TEAM HAMMER Honda CRF150R

6  松木 紗子  Suzu MATSUKI 大阪 22  Yogibo PIRELLI MOUNTAIN RIDERS Kawasaki KX85

7  木村 綾希  Aki KIMURA 東京 21  TeamPowerBand Kawasaki KX85

8  赤松 樹愛  Jua AKAMATSU 広島 18  FACTORY BEAR RACING TEAM Y’s Yamaha YZ85LW

9  ペレーラ 瞳美  Hitomi PERERA 東京 17  YSP浜松 with BABANA SHOX Yamaha YZ85LW

10  河合 華翔菜  Mitona KAWAI 京都 16  STORY RACiNG with ベイシストオート GASGAS MC85

11  佐々木 夢月  Meruna SASAKI 秋田 18  Y's Racing with 東北トラス Yamaha YZ85LW

12  鈴村 永愛  Toa SUZUMURA 石川 22  バイカーズステーション金沢レーシング Honda CRF150R

14  川上 真花  Manaka KAWAKAMI 大阪 17  YSP浜松 BOSS RACING Yamaha YZ85LW

15  石塚 皐月  Satsuki ISHIZUKA 千葉 17  Bad Bull Kawasaki KX85L

16  鈴木 姫菜乃  Hinano SUZUKI 新潟 22  TEAM・Ｍ１・RACING＆ももかん　Moty’ｓ Yamaha YZ85LW

18   よう子  Yoko YARIMIZU 千葉 47  習志野レーシングクラブwithサドルバック札幌 Honda CRF150R

21  矢木 杏奈  Anna YAGI 兵庫 11  Team Yamamoto Husqvarna TC85

33  本田 七海  Nanami HONDA 大阪 28  TEAM KOH-Z Yamaha YZ85LW

41  高橋 明日香  Asuka TAKAHASHI 北海道 22  岩内レーシング Honda CRF150R

42  菅原 みな  Mina SUGAWARA 北海道 33  オートランドMSC Yamaha YZ85LW

LADIES CLASS  POINT RANKING TOP6

1 川井 麻央 T.E.SPORT Honda CRF150R

2 川上 真花 YSP浜松 BOSS RACING Yamaha YZ85LW

3 本田 七海 TEAM KOH-Z Yamaha YZ85LW

4 箕浦 未夢 Team ITOMO Honda CRF150R

5 楠本 菜月 TEAM HAMMER Honda CRF150R

6 大久保 梨子 チームゆめチャンネル&331 KTM 85SX

158

144

144

128

121

175



[ D.I.D ALL JAPAN MOTOCROSS CHAMPION SHIP 2026 ROUND6 ]

2026シーズンの折り返しを迎えるIA1クラスは、北海道・新千歳モーターランドでシリーズの流れを大きく左右する一戦となる。

2年ぶりの北海道開催となる今大会は、夏のインターバル前最後のレースでもあり、タイトル争いを繰り広げるライダーたちにとっては絶対に落とせ

ない勝負の舞台だ。

北海道特有のハイスピードレイアウトと路面変化への対応力、そして30分＋1周のレース終盤までペースを維持できる体力と集中力が勝敗を大きく

左右するだろう。

今季のチャンピオン争いは、2025年チャンピオン ゼッケン1大倉由揮（Honda Dream Racing Bells）、 2025年ランキング2位ジェイ・ウィルソン

（YAMAHA FACTORY RACING TEAM）、2025年ランキング3位大城魁之輔（YAMAHA FACTORY RACING TEAM）の三つ巴の展開。

開幕から安定した速さを見せてきたウィルソンは負傷を抱えながらもランキング争いに踏みとどまり、王者としての意地を見せ続け、一方、大倉は取り

こぼしを最小限に抑えながら確実にポイントを積み重ね、チャンピオン争いの中心へ浮上。

さらに大城もヒート優勝を重ね、勢いを取り戻しており、誰が勝ってもおかしくない状況となっている。

そのトップ争いへ割って入りたいのがゼッケン4 大塚豪太（T.E.SPORT）。第4戦SUGOでは悲願の総合初優勝を達成し、第5戦でも好調を維持。

レース終盤にかけての追い上げはIA1屈指であり、スタート直後のポジション争いを乗り切れば優勝候補の一角となる。

自身の殻を破ろうと取り組んできた努力が結果につながり始めた今、その勢いが北海道でも続くか注目だ。

若手勢にも見逃せない存在がいる。開幕戦でIA1クラス初優勝、IA1参戦2年目のゼッケン311 西條悠人は、シーズンを重ねるごとにトップグループ

との距離を縮め、表彰台争いの常連へと成長。持ち前の積極的なレース運びで上位陣を脅かしている。

またゼッケン7 浅井亮太もスタートの速さとハイスピードコースへの適応力を武器に、一発の速さでは優勝候補に引けを取らない存在だ。

ベテラン勢と若手勢が入り乱れるトップ争いは、今大会最大の見どころの一つとなる。

新千歳モーターランドは、スタートから続く高速セクションでリズムをつかめるかが重要となる一方、周回を重ねるにつれて生まれるギャップや轍への

対応も勝負を分ける。ライン選択の巧みさに加え、終盤まで集中力を切らさないライダーが勝利へ近づくはずだ。シリーズ後半戦へ勢いを持って入る

ためにも、ここ北海道で勝利を手にするのは誰なのか。チャンピオン争いの行方を占う、今季屈指の注目レースとなる。

IA1 CLASS  Highlights

2026シーズンのIA2クラスは、若き実力者たちによる熾烈なタイトル争いが続いている。

シリーズは第6戦・北海道千歳大会を迎え、チャンピオン争いはさらに熱を帯びてきた。高速レイアウトと路面変化への対応力が求められる新千歳

モーターランドは、ライダーの総合力が試されるコース。シーズン後半戦へ向けて大きな流れをつかむのは誰なのか、注目の一戦となる。

現在ランキングトップに立つのは、Honda Dream Racingゼッケン51 柳瀬大河。今季ここまで圧倒的な安定感を発揮し、完全制覇こそ逃している

ものの3大会連続で総合優勝を獲得。6ヒート優勝を積み重ね、シリーズをリードしている。21歳ながら勝負どころを見極めるレース運びは円熟味す

ら感じさせ、チャンピオン獲得へ向けて着実に歩みを進めている。

その柳瀬を17ポイント差の2　位で追うのが、YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACINGから参戦するゼッケン55 田中淳也だ。

今季は3ヒート優勝を挙げるなどトップスピードでは柳瀬に引けを取らない実力を見せているが、表彰台を逃したレースが3回あり、その取りこぼしが

現在のポイント差につながっている。タイトル獲得へ向けては、確実に上位フィニッシュを重ねながら、勝負どころで勝ち切るレースが求められる。

北海道で反撃の狼煙を上げられるか、大きな見どころだ。

ランキング3位には、17歳のゼッケン46 吉田琉雲が浮上。前戦ではヒート1を独走で制し今季2勝目をマークすると、ヒート2でも3位に入り総合2位

を獲得。勢いそのままにランキングを上げてきた。田中とは37ポイント差があるものの、北海道・新千歳モーターランドは得意意識を持つコースだけ

に、一気にポイント差を縮める可能性も十分。若き才能がタイトル争いへ本格参戦できるか注目される。

ランキング4位のゼッケン240 横澤拓夢も忘れてはならない存在だ。今季からカワサキへスイッチし、新しいマシンのセットアップに苦戦しながらも

着実に上位争いを続けている。まだ優勝には届いていないが、2024年北海道大会ではヒート優勝を含む総合2位を獲得しており、このコースとの相性

は抜群。シーズン後半戦の巻き返しへ向け、今大会は大きな勝負どころとなる。

さらにランキング5位のゼッケン48 渡辺陵、ランキング6位のゼッケン122 鴨田翔も表彰台争いを十分狙える実力者。そして今大会最大の話題は

複数回全日本チャンピオンを獲得し、現在は開発者として世界中で活躍しているゼッケン888 勝谷武史のスポット参戦だ。現在46歳となった今も

第一線で走り続けるレジェンドライダーは、今年はホンダCRF250Rを自らのセッティングで北海道大会に挑みます。若手ライダーたちにどんな走りを

見せつけるのか、大きな注目を集めています。

シリーズをリードする柳瀬が後半戦に向け独走態勢を築くのか、それとも田中や吉田、横澤らが反撃のきっかけをつかむのか。若手の勢いとベテラン

の経験が交錯するIA2クラスは、北海道大会でも最後まで目が離せない戦いとなりそうだ。

IA2 CLASS  Highlights

レディスクラスは、ホンダ4ストローク150ccマシンと、それ以外のメーカー2ストローク85ccマシンが混走する日本独自のレギュレーションで争われ

るカテゴリー。

北海道千歳大会でも決勝は15分＋1周の1ヒートで開催され、20名がエントリー。

決勝30台フルグリッドには達していないものの、「予選ベストラップが上位3名の平均タイムの130％以内」という予選通過基準が設けられており、

決勝進出を懸けた15分間のタイムアタック予選から気の抜けない戦いが繰り広げられます。

今シーズン、チャンピオン争いをリードしているのは、ディフェンディングチャンピオンでゼッケン1を背負う川井麻央。ホンダ4ストロークマシンを駆り、

開幕戦から負けなしの快進撃を続けている。スタートからレース終盤まで安定した速さを発揮するだけでなく、勝負どころで確実に仕掛けるレース

巧者ぶりは今シーズンも健在だ。もちろん今大会でも優勝候補の筆頭。

その川井の連勝を止める最有力候補が、世界で活躍する事を目指しヤマハ2ストロークマシンを駆る川上真花だ。前戦ではレース終盤までトップを守

り続け、今季初優勝は目前。しかし、ラストラップ後半でわずかなラインミスを犯した隙を川井が見逃さず、一気に逆転。川上はあと一歩のところで優勝

を逃し、2戦連続で悔しい逆転負けを喫した。

今大会も「麻央」と「真花」、二人の"マナカ対決"が最大の見どころとなりそうだ。

ランキング3位につけるのは、2019年チャンピオンの本田七海。前戦広島大会は優勝目前転倒を喫しながらも3位表彰台を獲得し、ランキング上位

へ浮上した。昨年はレディスクラスへの参戦を休止し、IB-OPENクラス、アメリカの女性プロクラスに参戦していたため、今季序盤は2スト85ccマシン

への順応に苦戦する場面も見られたが、ここにきて本来のキレと速さが戻りつつある。"2ストロークといえば本田七海"と言われる実績と豊富な経験

とスピード武器に、優勝争いへ加わる可能性は十分だ。

ランキング4位の箕浦未夢も見逃せない存在だ。ホンダ4ストロークマシンを駆る箕浦はスタートの巧さが持ち味で、前戦ではホールショットからトップ

グループを力強くリード。終盤まで優勝争いを演じるなど、これまで以上のスピードと安定感を身につけてきた。北海道大会でも序盤からレースを引っ

張る存在となるか注目したい。

開幕から無敗を続ける女王、川井が連勝を伸ばすのか。

それとも川上が悲願の今季初優勝をつかむのか。

さらに本田や箕浦をはじめとする実力者たちがタイトル争いへ名乗りを上げるのか。

スピードと駆け引きが凝縮された15分＋1周の熱戦は、レディスクラスならではの見応え十分のある目の離せないレースとなるだろう。

LMX CLASS  Highlights
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2026シーズンの折り返しを迎えるIA1クラスは、北海道・新千歳モーターランドでシリーズの流れを大きく左右する一戦となる。

2年ぶりの北海道開催となる今大会は、夏のインターバル前最後のレースでもあり、タイトル争いを繰り広げるライダーたちにとっては絶対に落とせ

ない勝負の舞台だ。

北海道特有のハイスピードレイアウトと路面変化への対応力、そして30分＋1周のレース終盤までペースを維持できる体力と集中力が勝敗を大きく

左右するだろう。

今季のチャンピオン争いは、2025年チャンピオン ゼッケン1大倉由揮（Honda Dream Racing Bells）、 2025年ランキング2位ジェイ・ウィルソン

（YAMAHA FACTORY RACING TEAM）、2025年ランキング3位大城魁之輔（YAMAHA FACTORY RACING TEAM）の三つ巴の展開。

開幕から安定した速さを見せてきたウィルソンは負傷を抱えながらもランキング争いに踏みとどまり、王者としての意地を見せ続け、一方、大倉は取り

こぼしを最小限に抑えながら確実にポイントを積み重ね、チャンピオン争いの中心へ浮上。

さらに大城もヒート優勝を重ね、勢いを取り戻しており、誰が勝ってもおかしくない状況となっている。

そのトップ争いへ割って入りたいのがゼッケン4 大塚豪太（T.E.SPORT）。第4戦SUGOでは悲願の総合初優勝を達成し、第5戦でも好調を維持。

レース終盤にかけての追い上げはIA1屈指であり、スタート直後のポジション争いを乗り切れば優勝候補の一角となる。

自身の殻を破ろうと取り組んできた努力が結果につながり始めた今、その勢いが北海道でも続くか注目だ。

若手勢にも見逃せない存在がいる。開幕戦でIA1クラス初優勝、IA1参戦2年目のゼッケン311 西條悠人は、シーズンを重ねるごとにトップグループ

との距離を縮め、表彰台争いの常連へと成長。持ち前の積極的なレース運びで上位陣を脅かしている。

またゼッケン7 浅井亮太もスタートの速さとハイスピードコースへの適応力を武器に、一発の速さでは優勝候補に引けを取らない存在だ。

ベテラン勢と若手勢が入り乱れるトップ争いは、今大会最大の見どころの一つとなる。

新千歳モーターランドは、スタートから続く高速セクションでリズムをつかめるかが重要となる一方、周回を重ねるにつれて生まれるギャップや轍への

対応も勝負を分ける。ライン選択の巧みさに加え、終盤まで集中力を切らさないライダーが勝利へ近づくはずだ。シリーズ後半戦へ勢いを持って入る

ためにも、ここ北海道で勝利を手にするのは誰なのか。チャンピオン争いの行方を占う、今季屈指の注目レースとなる。

IA1 CLASS  Highlights

2026シーズンのIA2クラスは、若き実力者たちによる熾烈なタイトル争いが続いている。

シリーズは第6戦・北海道千歳大会を迎え、チャンピオン争いはさらに熱を帯びてきた。高速レイアウトと路面変化への対応力が求められる新千歳

モーターランドは、ライダーの総合力が試されるコース。シーズン後半戦へ向けて大きな流れをつかむのは誰なのか、注目の一戦となる。

現在ランキングトップに立つのは、Honda Dream Racingゼッケン51 柳瀬大河。今季ここまで圧倒的な安定感を発揮し、完全制覇こそ逃している

ものの3大会連続で総合優勝を獲得。6ヒート優勝を積み重ね、シリーズをリードしている。21歳ながら勝負どころを見極めるレース運びは円熟味す

ら感じさせ、チャンピオン獲得へ向けて着実に歩みを進めている。

その柳瀬を17ポイント差の2　位で追うのが、YAMAHA BLUCRU RACING TEAM YSP浜松BOSS RACINGから参戦するゼッケン55 田中淳也だ。

今季は3ヒート優勝を挙げるなどトップスピードでは柳瀬に引けを取らない実力を見せているが、表彰台を逃したレースが3回あり、その取りこぼしが

現在のポイント差につながっている。タイトル獲得へ向けては、確実に上位フィニッシュを重ねながら、勝負どころで勝ち切るレースが求められる。

北海道で反撃の狼煙を上げられるか、大きな見どころだ。

ランキング3位には、17歳のゼッケン46 吉田琉雲が浮上。前戦ではヒート1を独走で制し今季2勝目をマークすると、ヒート2でも3位に入り総合2位

を獲得。勢いそのままにランキングを上げてきた。田中とは37ポイント差があるものの、北海道・新千歳モーターランドは得意意識を持つコースだけ

に、一気にポイント差を縮める可能性も十分。若き才能がタイトル争いへ本格参戦できるか注目される。

ランキング4位のゼッケン240 横澤拓夢も忘れてはならない存在だ。今季からカワサキへスイッチし、新しいマシンのセットアップに苦戦しながらも

着実に上位争いを続けている。まだ優勝には届いていないが、2024年北海道大会ではヒート優勝を含む総合2位を獲得しており、このコースとの相性

は抜群。シーズン後半戦の巻き返しへ向け、今大会は大きな勝負どころとなる。

さらにランキング5位のゼッケン48 渡辺陵、ランキング6位のゼッケン122 鴨田翔も表彰台争いを十分狙える実力者。そして今大会最大の話題は

複数回全日本チャンピオンを獲得し、現在は開発者として世界中で活躍しているゼッケン888 勝谷武史のスポット参戦だ。現在46歳となった今も

第一線で走り続けるレジェンドライダーは、今年はホンダCRF250Rを自らのセッティングで北海道大会に挑みます。若手ライダーたちにどんな走りを

見せつけるのか、大きな注目を集めています。

シリーズをリードする柳瀬が後半戦に向け独走態勢を築くのか、それとも田中や吉田、横澤らが反撃のきっかけをつかむのか。若手の勢いとベテラン

の経験が交錯するIA2クラスは、北海道大会でも最後まで目が離せない戦いとなりそうだ。

IA2 CLASS  Highlights

レディスクラスは、ホンダ4ストローク150ccマシンと、それ以外のメーカー2ストローク85ccマシンが混走する日本独自のレギュレーションで争われ

るカテゴリー。

北海道千歳大会でも決勝は15分＋1周の1ヒートで開催され、20名がエントリー。

決勝30台フルグリッドには達していないものの、「予選ベストラップが上位3名の平均タイムの130％以内」という予選通過基準が設けられており、

決勝進出を懸けた15分間のタイムアタック予選から気の抜けない戦いが繰り広げられます。

今シーズン、チャンピオン争いをリードしているのは、ディフェンディングチャンピオンでゼッケン1を背負う川井麻央。ホンダ4ストロークマシンを駆り、

開幕戦から負けなしの快進撃を続けている。スタートからレース終盤まで安定した速さを発揮するだけでなく、勝負どころで確実に仕掛けるレース

巧者ぶりは今シーズンも健在だ。もちろん今大会でも優勝候補の筆頭。

その川井の連勝を止める最有力候補が、世界で活躍する事を目指しヤマハ2ストロークマシンを駆る川上真花だ。前戦ではレース終盤までトップを守

り続け、今季初優勝は目前。しかし、ラストラップ後半でわずかなラインミスを犯した隙を川井が見逃さず、一気に逆転。川上はあと一歩のところで優勝

を逃し、2戦連続で悔しい逆転負けを喫した。

今大会も「麻央」と「真花」、二人の"マナカ対決"が最大の見どころとなりそうだ。

ランキング3位につけるのは、2019年チャンピオンの本田七海。前戦広島大会は優勝目前転倒を喫しながらも3位表彰台を獲得し、ランキング上位

へ浮上した。昨年はレディスクラスへの参戦を休止し、IB-OPENクラス、アメリカの女性プロクラスに参戦していたため、今季序盤は2スト85ccマシン

への順応に苦戦する場面も見られたが、ここにきて本来のキレと速さが戻りつつある。"2ストロークといえば本田七海"と言われる実績と豊富な経験

とスピード武器に、優勝争いへ加わる可能性は十分だ。

ランキング4位の箕浦未夢も見逃せない存在だ。ホンダ4ストロークマシンを駆る箕浦はスタートの巧さが持ち味で、前戦ではホールショットからトップ

グループを力強くリード。終盤まで優勝争いを演じるなど、これまで以上のスピードと安定感を身につけてきた。北海道大会でも序盤からレースを引っ

張る存在となるか注目したい。

開幕から無敗を続ける女王、川井が連勝を伸ばすのか。

それとも川上が悲願の今季初優勝をつかむのか。

さらに本田や箕浦をはじめとする実力者たちがタイトル争いへ名乗りを上げるのか。

スピードと駆け引きが凝縮された15分＋1周の熱戦は、レディスクラスならではの見応え十分のある目の離せないレースとなるだろう。

LMX CLASS  Highlights



今季から新たな挑戦へ。地元・北海道大会に挑む池田 凌選手
今季からホンダへスイッチし、さらにIA2クラスからIA1クラスに変更にも挑戦している池田綾選手。第２戦HSR九州大会ヒート1で2位表彰台。

D.I.D全日本モトクロス選手権シリーズ2026第6戦 北海道千歳大会を前に、新体制での手応えや故郷・北海道への思いについて話を聞いた。。

Q:　今季からホンダへ乗り換えましたが、ここまでの手応えはいかがですか？

A:　ホンダのバイクは初めて乗った時から印象がすごく良かったですね。特に大きく苦戦することもなく、チームや周りの皆さんの協力もあって、自分に合っている
バイクだと感じています。
クラス変更についても、チーム加入のタイミングや周囲の環境などを含めて考えた結果でした。年齢的なことも含めて、今がチャレンジする良いタイミングだった
と思っています。

Q:　池田選手にとって北海道、そして北海道のモトクロスはどんな存在ですか？

A:　新千歳モーターランドは自分がずっと育ってきたコースですし、思い入れのある場所ですね。今振り返ると「もっとこういう練習ができたな」と思う部分もありますが、
モトクロスで速くなるための環境としては決して悪くないと思っています。冬場はどうしてもバイクに乗れない期間がありますが、工夫しながら取り組めば十分に成長
できる環境だと思います。自分が今こうしてレースを続けられているのも、北海道で積み重ねた経験があったからこそ。父が考えながら取り組ませてくれたことも含
めて、そのベースは間違っていなかったと感じています。

Q:　地元開催だからこそ「負けられない」という気持ちはありますか？

A:　実はそこまで特別な意識はないですね。どの会場でも同じですが、自分は常にベストを尽くすことにフォーカスしています。北海道だからといって気持ちが大きく
変わることはありません。逆に気持ちが入りすぎて転倒してしまうことも過去にはあったので、そういう意味でも普段通り、自分のレースをすることを大切にしたいと思
っています。

Q:　北海道大会の見どころとレースファンへのメッセージをお願いします。

A:　北海道大会はスピードレンジの高いコースなので、他の会場とはまた違った迫力を感じてもらえると思います。ライダーによって走り方やライン取りにも違いがある
ので、そういった部分に注目して観戦すると、さらにレースを楽しめると思います。
ぜひ会場でモトクロスならではのスピード感と迫力を楽しんでください。

池田 凌　（いけだ りょう）

北海道出身。今季よりホンダへ乗り換え、新たなクラスへ挑戦中。

地元・北海道で育まれた経験を武器に、さらなる高みを目指して

全日本モトクロス選手権を戦う。
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一般駐車場

大会組織本部

救護室

一般駐車場　オープン時間　7月 12日（日）7:00　　　　　　※　盗難防止の為、必ず施錠されてください。
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チケット確認
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車両パス・チケット確認
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IA2　　予選A
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IB OPEN　決勝ヒート1　20分プラス１周

IA1　決勝ヒート1　30分プラス１周
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Can I get a photo and an autograph?
写真とサインをお願いできますか？
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IA2　　予選A

IA1　タイムアタック予選

レディース　決勝ヒート　15分プラス１周

式典

IA2　公式練習

IB OPEN　公式練習

レディース　タイムアタック予選

IA2　　予選A

IB-OPEN　　予選B

IB-OPEN　　予選A

IA1　決勝ヒート1　30分プラス１周

IA2　決勝ヒート1　30分プラス１周

IB OPEN　決勝ヒート1　20分プラス１周

IA2　決勝ヒート2　30分プラス１周

IB OPEN　決勝ヒート1　20分プラス１周

IA1　決勝ヒート1　30分プラス１周
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Can I get a photo and an autograph?
写真とサインをお願いできますか？
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